
人間環境大学・総合心理学部・講師

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３３９３６

若手研究

2022～2019

ギャンブル行動の抑制につながる臨床心理学的研究：システム開発とログデータ解析から

The clinical psychological study of control for gambling behavior: system 
development and analysis of log data

７０８２２１５４研究者番号：

横光　健吾（YOKOMITSU, KENGO）

研究期間：

１９Ｋ１４４３１

年 月 日現在  ５   ６ ２２

円     2,900,000

研究成果の概要（和文）：本研究では、ギャンブル欲求に対処可能なスマートフォンアプリケーションの開発を
行い、そのアプリケーションを用いて無作為化比較試験を開始したところである。スマートフォンアプリケーシ
ョンに搭載されているシステムは、「依存症対処支援システム、依存症対処支援方法、及び、コンピュータプロ
グラム」として特許の申請を2019年に実施し、2021年に公開されたところである。無作為化比較試験は、全参加
者のリクルートは完了しておらず、引き続き研究を実施予定ではあるが、この研究期間中に、研究のプロトコル
やスマートフォンアプリケーションのアイデアに関して、学術大会での口頭発表を実施してきている。

研究成果の概要（英文）：In this study, we have developed a smartphone application capable of coping 
with gambling cravings and have just initiated a randomized controlled trial using the application. 
A patent application for the system in the smartphone application was filed in 2019 and published in
 2021 as "Addiction coping support system, addiction coping support method, and computer program". 
The randomized controlled trial has not completed recruitment of all participants and will continue 
to be studied, but during this study period, oral presentations have been made at academic 
conferences regarding the study protocol and the smartphone application idea.

研究分野：ギャンブル依存症
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、ギャンブル依存症の治療におけるEMI、及びJITAIの開発であり、依存症研究の文脈においては非常に
有効性が期待される研究であり、無作為化比較試験終了後、速やかに論文投稿をすることで、学術界の重要な発
展をすることが可能である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 ギャンブル障害とは、精神疾患の診断・統計マニュアルでは「臨床的に意味のある機能障害ま
たは苦痛を引き起こすに至る持続的かつ反復性の問題賭博行為」と定義されている。ギャンブル
障害者は「掛け金を増やして賭博をする」、「賭博を中断・中止すると落ち着かなくなる」、「賭博
へののめり込みを隠すために、嘘をつく」等の症状を呈する。わが国のギャンブル障害者の有病
率は 0.8％である（松下，2018）。また、ギャンブル障害の基準には満たないが、ギャンブル障
害に移行するリスクを抱えた者、及びその家族や周囲の者をあわせると、過度のギャンブルのた
めに生活苦に直面している者は 300万人を超える。 
 現在わが国では、医療機関やクリニック、都道府県の精神保健福祉センター等において、「刺
激制御」や「リラプス・プリベンション」を治療要素として含む、対面式の認知行動療法を利用
することが可能である。しかし、ギャンブル障害者が自発的に治療機関へアクセスする割合、及
びその治療継続率は低いことがわかっている（森山，2008）。そのため、過度のギャンブルのた
めに生活苦に直面している者の多くは、治療を受けることなく生活を送っており、何らかの手段
を講じなければ今後もそれが継続することが予想される。 
現在、対面式の認知行動療法では、危険な刺激をノート等に記載し、その記憶を頼りに現実場面
で刺激を回避・対処させている。これまでも、ギャンブル行動の抑制に一定の成果を示してきて
いる認知行動療法ではあるが、近年の科学技術の進展に伴い、モバイル版等の多様な形式の心理
学的支援を用いることで、より一層ギャンブル渇望への対処能力の獲得、及びそれに伴うギャン
ブル行動の抑制が期待できる（Giroux et al., 2017）。 
具体的には、スマートフォンを用いて、渇望が生起するまさにその瞬間に、渇望の回避、及び対
処方法に関する手がかりを即時的に提供することで、ギャンブル行動の抑制を狙う。つまり、危
険な刺激（位置情報や時刻）を事前に登録し、登録地点や時刻に近づくと、対処方法を自動的に
提示する仕組みを開発する。このように、日常生活の中で即座に問題行動をコントロールする治
療要素を盛り込んだ介入方法（EMI）は、非常に注目されている。 
 
 
２．研究の目的 
 本申請課題を通して、ギャンブル障害者の治療において最も重要な治療ターゲットである、
『「ギャンブル渇望」への対処』に焦点化した新しい心理学的治療に関する知見を得ることを目
的とする。具体的には、以下の３点を実施する。 
 
①「モバイル版ギャンブル渇望対処アプリケーション（Mobile version of the Gambling craving 
coping Application: 以下、MGA）」の開発：ギャンブル障害者がスマートフォンを用いて、ギャ
ンブル渇望を生起させる刺激を回避し、渇望への機能的な対処方法のヒントとなる情報を取得
することによって、ギャンブル渇望への対処能力を獲得できる機能を備えたアプリケーション
を開発する。また、MGAは、日常生活の中で即座に問題行動をコントロール可能にする治療要
素を盛り込んだ介入方法（Ecological Momentary Intervention：以下、EMI））である。 
 
②無作為化比較試験を用いた、MGAがギャンブル行動に及ぼす効果の検討：上記①で開発され
たMGAが、ギャンブル障害を呈する者のギャンブル行動、金銭的損失、ギャンブル渇望等の低
減に及ぼす効果を検証する。 
 
③ギャンブル行動の抑制に及ぼす心理学的要因の検討：上記②で得られた MGA に蓄積された
膨大なログデータ（参加者情報、パーソナリティ、ギャンブル渇望のきっかけや対処方法等）を
用いて、ギャンブル行動の抑制につながる心理学的要因を解明する。 
 
 
３．研究の方法 
 
（１）倫理的配慮 
 本研究は、人間環境大学研究倫理審査委員会の承認を得たうえで研究を実施した（承認番号 22
人環大第 212 号）。また、参加者への倫理的義務を考慮し、WHO のプライマリ・レジストリとし
て認められた UMIN 臨床試験登録システムへの研究情報の事前登録を行った（UMIN 試験 ID 
UMIN000043270 ）。 
 
（２）研究手続き 
 以下の手続きに沿って無作為化比較試験を実施することで、ギャンブル渇望への対処スキル
の獲得を狙うスマホアプリの効果検証を行った。 
 



１）参加者 
 ギャンブル依存症の重症度を測定することのできる Problem Gambling Severity Index を用
いて、３点以上のギャンブル依存症の問題に直面していると判断された 20歳以上の 174 名の募
集を目標として研究を実施した。2023 年１月６日から募集を開始し、2023 年３月 31 日までに、
76 名の募集を行うことができた。本研究期間は 2023 年３月 31日までではあるが、2023 年４月
以降も募集を継続する予定であり、最終 174 名が研究参加した時点で募集を終了する。 
 研究参加者募集は、リスティング広告（yahoo）を用いて実施した。リスティング広告とは、
検索エンジンでユーザーが検索したキーワード（検索語句）を元に、検索結果画面に掲載される
テキスト形式の広告のことである。リスティング広告を用いた理由としては、ギャンブル問題に
直面しており、かつ治療の必要性を感じている方の多くが、「パチンコ 治療」「ギャンブル 病
院」などのキーワードを用いて、検索エンジンで検索を実施することが考えられる。したがって、
リスティング広告は、そのようなキーワードでの検索を実施した人々に、本研究への参加（無料
でギャンブルの問題への対処方法を学ぶことの可能な研究参加）を促すことが可能である。 
 リスティング広告の運用は、デジタメ株式会社の協力のもと行われた。 
 
２）除外基準：スクリーニング前４週間にギャンブルの治療や自助グループへの参加、スクリー
ニング前４週間に他の構造化された精神療法を受診する者とした。 
 
３）スマホアプリの機能 
 本事業で用いられるスマホアプリには、以下の４つの機能が備わっている。 
①ギャンブル欲求が生じる危険な場所（例：◎◎駅前のパチンコ店）、及び危険な時刻（例：土
曜日の午前９時）を事前に登録。 
②登録地点に接近（半径 100ｍ程度）もしくは登録時刻に、通知が送られる。 
③通知取得後に、ギャンブラーは渇望の強さや気分を評価。 
④ギャンブル行動の抑制を狙うため、渇望への対処方法が提示（対処方法も事前に登録してお
く）。 
 なお、参加者に対しては、研究代表者から直接電子メールを通じてスマホアプリのファイルが
送られ、インストールを実施した。そして、スマホアプリの使用方法について、以下の資料を用
いて、スマホアプリの説明を行った。質問等がある場合、その場で使用方法について説明を実施
した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
４）効果測定：介入開始前、介入開始１～４週間後（４週間後は介入後）、その後、介入開始６、
８、10、12 週間後に、ギャンブル行動、及び臨床心理学的な問題を測定する。 
 
４．研究成果 
 本研究の主要アウトカム指標の解析には線形混合モデリングを用いた。線形混合モデリング
が選択された理由は、欠損データへの対応に優れており、解析にランダム効果を組み込むことが
できるからである。解析では、従属変数をギャンブル日数とし、独立変数を割り付け（カテゴリ
ー変数：アプリ群、アプリ+簡易面接群、アセスメント群）と時間（カテゴリー変数：ベースラ
イン＝［T1］、各フォローアップ＝［T2-T9］）とし、各時期の比較を実施し、参加者をランダム
効果変数とした。同様の解析を、ギャンブルに費やした金額、ギャンブルの症状を従属変数とし
て解析した。線形混合モデリングを用いた解析の前に、各期間におけるすべてのアウトカム指標
のデータについて正規性検定を行い、正規分位点-分位点プロットを用いてすべての変数が事実
上正規であることを確認した。ギャンブルに費やした金額を除くデータは、プロットグラフがほ
ぼ直線になることから、正規分布の要件を満たしていた。しかし、ギャンブルに費やした金額の
正規分位数-分位数プロットは、プロットグラフが直線でなかったため、対数変換を行った。対
数変換を行う際、無回答のデータや 0と回答したデータの前処理として、ギャンブルに使った金
額のデータに 10を加えた。 
 解析の結果、参加者の各測定時期のギャンブル日数とギャンブル症状について、統制群とアプ
リ群との間に差異は認められなかった。一方、ギャンブルに費やした金額について、介入後に、
アプリ群と統制群との間で統計的に有意な差異が認められた（t (581.68) = --2.145, p < 0.05）
が、フォローアップ期間にそのような差異は認められなかった。 
 それぞれの結果を示したものが Figure 1～3 である。Figure 1～3において、緑がアプリ群の
データ、橙がアプリ+簡易面接群のデータ、紫が統制群（アセスメントのみを実施）のデータで
ある。 

Figure 1 各群のギャンブル日数の変化 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Figure 2 各群のギャンブルに費やした金額の変化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

Figure 3 各群のギャンブルに費やした金額の変化 
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